












の主体を解り易くするために英語にしてみると、Lu-Xun: the First Half Period 
of his Creative Thought and Method in Accepting Literary Theories となる。すな
わち、文芸理論受容による魯迅の思想（内部表現）と創作手法（表現手法）
の変化を捉えた「前期魯迅」である。そこで、筆者のいう「後期魯迅」と
は、時期的には 1929 年 4 月以降を指し、作品としては『故事新編』の「非
攻」（1934.8）、「理水」（35.11）、「采薇」（35.12）、「出関」（35.12）、「起死」


































































ここで論を元に戻すと、筆者は、1924 年 4 月から 1929 年 4 月までを、文芸
思潮の変遷を意識した文芸思想と創作手法における「前期魯迅」と位置づけ















































あるように、魯迅と周作人は 1919 年 11 月 21 日から北京八道湾 11 号でいっ
しょに生活する。しかし、魯迅と周作人の妻羽太信子の間に発生した行違いが




磚塔胡同に 9 カ月あまり住むと、24 年 5 月 25 日、阜成門内西三条 21 号に移
住し、北京を離れるまでここに居住する。魯迅は西三条での生活が落ち着い














魯迅の目睹講読した書籍には、この『周作人日記』の 1917 年、18 年をも含め、






・1917 年 11 月　厨川白村『文芸思潮論』
・1921 年 10 月　生田、森田等『近代文芸十二講』
○『魯迅日記』「書帳」の記載
・ 1924 年 10 月 11 日　生田長江・昇曙夢・野上臼川・森田草平『近代文芸十
二講』
　（『蔵書目録』所収、東京・新潮社、思想文芸講話叢書 3、1924 年、30 版）
・ 1924 年 12 月 12 日　厨川白村『文芸思潮論』









・1918 年 1 月　中沢臨川、生田長江合著『近代思想十六講』
　（『蔵書目録』所収、東京・新潮社、思想、文芸講話叢書 1、1924 年、72 版）
・1920 年 6 月と 9 月　塩谷温『支那文学概論講話』
　（『蔵書目録』所収、東京・大日本雄弁会、1919 年再版、精装）




・1922 年 10 月　楠山正雄『近代劇十二講』

















のは 1923 年版の昇曙夢『露国現代の思潮及文学』であり、1924 年版の中沢臨
川、生田長江合著『近代思想十六講』、楠山正雄『近代劇十二講』であるが、




に、周作人は 1920 年 6 月と 9 月に二度、塩谷温『支那文学概論講話』を入手





































































三 　成仿吾を支えた卑俗主義の観点 ― ギュイヨー著『社会学的見地から見た
芸術』
成仿吾はどのようにして魯迅の作品を「卑俗」と決めつける確信を得たので



















219 頁）1930.11、（第二部上、253 頁）1931.4、（第二部下、258 頁）1931.7
ｅ　 西宮藤朝訳『社会学上より見たる芸術』春秋社、世界大思想全集 55、1931.5（全
517 頁）



























は邦訳資料⒞を 1930 年 3 月 11 日、内山書店にて購入している。
































































「書帳」の変化と 1923 年 12 月と 24 年 6 月に刊行した『中国小説史略』の
編纂とは、彼の近代文芸思潮における時代的変遷の意識とシンクロしていただ
ろうと想像できる。





冊」の初版が 1923 年 12 月に、「下冊」の初版が 1924 年 6 月に発行されてい




（中国之小说自来无史 ; 有之 ,则先见于外国人所作之中国文学史中 , 而后中国人




























魯迅は、1913 年 8 月 8 日に厨川白村『近代文芸十講』を、1917 年 11 月 2 日
に厨川白村『文芸思潮論』（大日本図書、1914.4 初版）を購入した際にはさほど
興味を示していなかった。しかし、『史略』の初稿が完成した 1920 年 8 月頃か































































































9　 『魯迅日記』「書帳」の記載に見る 1924 年以降の突然の変化に触れる論考として次の
ようなものがある。
・注⑴の竹内好「解説」に同じ、「日記と翻訳と『野草』」




















近代文芸思潮の観点から見る「前期魯迅」の終焉は 1929 年 4 月に刊行され
た翻訳集『壁下訳叢』（上海北新書局）にある、と筆者は考える。
『壁下訳叢』「序文」での分類区分からすれば、有島武郎、厨川白村なども
「较旧的论据（やや旧い論拠）」に基づく文芸理論家として扱われている。魯
迅は同書の中で、「旧い論拠」に対峙する言葉に「新興文芸」いう言葉を用い
るが、その対比を可能にする概念が「西洋文艺思潮」という言葉である。魯迅
は、「文芸思潮」とは旧いとか新しいとかの範疇を越えた通時的・歴史的な変
遷の概念であるという観点を示している。「旧」から「新」への変遷はその時
代その時代の時代精神に支えら、今まさに「新興文芸」が新しい時代の潮
うしお
とし
て到来していることが看取できるのである。
